


①手帳のタイトルの変更（表紙）

デザインはそのままに、

タイトルを変更しました。

表紙の紹介



②裏表紙、１ページ目

患者利用者に向けた

メッセージを、

簡易な言葉で

掲載しました。

名前は、表から

表裏へ移動しています。

住所・生年月日欄は

削除しています。

連絡先、問い合わせ先

となる情報です。

医療・生活支援情報、

家族の連絡先をすぐに

見つけられるように、

１ページ目にあります。

表紙の紹介裏表紙・1ページ わたしの大切な情報



③２-４ページ 病気に関する情報

2次元バーコードを

読みとると、病気に

ついて調べることが

できます。

読みとり困難な場合は、

読みとり方法の説明や、

紙媒体で渡してあげて

ください。

医師から説明を受けた

病名を患者さん自身に

記載いただきます。

個別の背景に沿って

記載します。

医療者への確認への

支援をお願いします。

記載した内容は、

ご家族をはじめ、

介護関係者にも共有

しましょう。

2-4ページ 病気に関する情報



④５-７ページ 知っておいてほしい症状（疾患別）

「知っておいてほしい症状」は、あくまでも、前ページに掲載した病気に関する情報を2次元バーコードで読み取れない場合を補填する情報です。

受診の目安とする症状ではなく、

日々の観察ポイントに関する情報提供として掲載しています。

脳卒中は、各種学会・協会などを通してFASTを普及

されているため、受診勧奨の情報として掲載しました

5-7ページ 知っておいてほしい症状（疾患別）



⑤８ページ 内服薬について

・お薬手帳は常に一緒に持ち歩くよう伝えてください。

・内服薬に関する情報（処方内容、残薬照合、処方医の確認など）は、

基本的にお薬手帳、薬剤情報提供書から得るようにしてください。

・医療、介護者も一緒に、服用している薬を確認してください。

・２次元バーコードで読み取ると、詳細なお薬の情報を調べることができます。

8ページ 内服薬について



新たに検脈の方法を追加しました。

一年間の目標は、イラストにある

生活上の留意点を参考に、

患者・利用者と確認し、話し合いながら、

一緒に考えていただきたいです。

体調を見極めるための方法として、

活用してください。

運動・栄養についての

情報提供です。

10-13ページ セルフモニタリングのための情報提供（私の健康管理に必要なこと・体調管理の目標）



14-17ページ 一年間の経過を振り返りとして見渡す

退院日、もしくは、記録を始めた日に

確認事項を記入します。

医療・介護者は患者さんと一緒に確認し

記載してください。

長期的な時間の経過を、一緒に振り返り

（変化の確認や取り組みへの称賛等）

その際の気づきを記入し、伝えてください。



⑧１８ページ セルフモニタリングの記録と、関係者からのコメント記載欄

拡 大

服薬確認・血糖値・ボルグ指数など
の記入に自由に活用ください。

医療・介護関係者から
コメント記入してください。
手帳の継続利用の意欲につながります。

一年の計画に対して、
ここには「日々の目標」の記載をします。
目標は、ケアプランなど、
在宅支援での計画作成時に活用ください。

18-67ページ セルフモニタリングの記録と、関係者からのコメント記載欄



⑨６８-７１ 資料ページ（新設）

病状の説明時などに、〇印をつけて

視覚的に理解を促しましょう。

繰り返し話し合いができるよう、

これまでの思いを確認できるよう、

複数記入欄を設定しています。

68-71ページ 資料（新設）



⑩７０ページと裏表紙の裏

一年を通じて手帳に記載されたら、

修了証を医療・介護者が記入し、

心不全増悪予防の継続が行えた賞賛を

伝えてください。

最後のページ


